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第６回 運行ミス等防止対策検討会                          資料１ 

平成２８年度の取り組み状況 

1 発生状況 

 （1）件数の推移 

区 分 ２６年度 ２７年度 
２８年度 

４～２月 

２８年度 

推  計 

26→28 推計

件数増減 

不適切事案  ４２  ２５  ２０  ２０  △２２ 

運行ミス  ６５９ ５５９ ４３９ ４７１ △１８８ 

計 ７０１ ５８４ ４５９ ４９１ △２１０ 

 

 

２６年度を 100 とした指数 

区 分 ２６年度 ２７年度 ２８年度推計 

不適切事案 １００ ５９．５ ４７．６ 

運行ミス  １００ ８４．８ ７１．５ 

計 １００ ８３．３ ７０．０ 

 

 
（2）事案別内訳 

 

区 分 ２６年度 ２７年度 
２８年度 

推  計 

対２６年度 

増 減 

対２６年度

増減率 

不適切事案  ４２  ２５  ２０  △２２ △52.4％ 

路 線 誤 り  ２４６ ２３０ ２４３   △３ △1.2％ 

ダイヤ誤り １７３ １４１  ７１ △１０２ △59.0％ 

バス停通過 １５１ １４０ １４７   △４   △2.6％ 

行先表示誤り  ８９  ４８  １０  △７９ △88.8％ 

計 ７０１ ５８４ ４９１ △２１０ 

△30.0％ 

1 日平均 1.92 1.60 1.34 △0.58 
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（3）不適切事案 

     
不適切事案のうち、道路交通法違反（違反告知書交付）は７件 

区  分 ２６年度 ２７年度 ２８年度（4～2月）

信 号 無 視 ３  ８ ４ 

座 席 ベ ル ト １  ― ― 

免 許 不 携 帯 ―  １ １ 

携帯電話使用  １  ― １ 

合 図 不 履 行 １  ― ― 

横断歩行者妨害 ―  １ １ 

計 ６ １０ ７ 

 

(4)  運行ミス惹起者数 

 

区  分 ２６年度 ２７年度
２８年度

４～２月

２８年度

推  計

対２６年度 

増 減 

対２６年度 

増減率 

１回 惹起者 ４０５ ３４２ ２７８ ３０４ △１０１ △24.9％ 

複数回惹起者 １２２ １０８  ８０  ８７  △３５ △28.7％ 

計 ５２７ ４５０ ３５８ ３９１ △１３６ △25.8％ 

 

２ 平成２８年度の取り組み 

（1）法令違反の防止 

  信号無視防止 

   〇信号交差点の手前４０ｍで、時速４０㎞以下に減速し、足をアクセルから離し

て、ブレーキに添える、構えブレーキの体制で交差点に接近、進入する。 

 

  ２８年度の新たな取り組み 

   〇信号の知覚反応時間の実車体験研修（助役、兼任指導運転士等１３８人受講） 

・時速４０キロ程度で実車を運転しながら、信号を確認して、停止操作を行

い、運転中に信号が変わったことを認知した位置と実際に信号が変わった

位置の差を知ることにより、視覚による認知の限界や速度抑制や構えブレ

ーキの重要性を体感させる。 

 

〇要注意地点の情報共有 

・過去に信号無視が発生した路線のダイヤ板に、信号無視の発生日、発生地

点名を張り付け、点呼時に助役が注意喚起する。 
・手押し信号機のある横断歩道、信号のない横断歩道、信号無視の起きやす

い地点をリストアップし、所内掲示及び運転士に配布する。 
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（2）運行ミスの防止 

① 運行支援システム 

・導入経過 

平成２７年 ９月  ９月末までに７３５両に設置し、ダイヤ予約機能と早発・ 

遅発防止機能の稼動を開始 

        １２月  １２月末までに９３５両に設置 

   平成２８年 １月  進路指示機能の稼動を開始 

         ３月  ３月末までに１０１２両、市バス全車への設置を完了 

         ４月  全車、全機能の稼動開始 

        １０月  進路指示機能の指示音声を改良し、３営業所で試行導入 

   平成２９年 １月  改良した進路指示機能を全営業所に展開 

 

・機能の改良 

・進路指示機能の注意喚起音声の改良（平成２８年１０月～） 

① 全て同じチャイム音、声色としていた注意音声を、右折、左折、直進が音

声で判別できるように、チャイム音、声色（男性、女性）を変更 

② 注意喚起音声の鳴動時間を最大２分間に延長し、聞き逃しを防止 

（停車中に画面タッチすることにより消音が可能） 

 

   ・支援システム画面への降車ランプ点灯表示の追加（平成２９年度実施予定） 

① 降車ランプが点灯した場合は、システム画面上のバス停名称がピンク色に

点灯（→降車扉を開けると消灯） 

② ①の状態で、車内放送の送りボタンを押した時はアラームが鳴動 

 

・導入効果 

・路線誤りは、上期は増加傾向となっていたが、進路指示機能の改良後の１０月

以降は減少に転じている。 

・ダイヤ誤りと行先表示誤りは、システム導入により大幅に減少している。稼働

開始後１年経過した１０月以降、減少率は縮小したが依然として減少している。 

 

区 分 
２７年度件数 ２８年度件数 増減率 

上期 下期 上期 下期 上期 下期 

路 線 誤 り １２８  ９１ １５５  ７９   21.1％ △13.2％

ダイヤ誤り  ９５  ３９  ３３  ３２ △65.3％ △17.9％

行先表示誤り  ３９   ９   ６   ４ △84.6％ △55.6％

計 ２６２ １３９ １９４ １１５ △26.0％ △17.3％

   （注）下期は各年度 10 月～2月の累計件数です。 

 

② 運行ミス防止マニュアル（指導者編）の作成 

   ・運行ミス等の防止及び運転士への効果的な指導・教育を行なうため、指導のポイ

ントや事案別の対策などを具体的に掲載した、指導者向けの「運行ミス防止マニ

ュアル」を作成し、現場の職制と運行管理者へ配布した。 


